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令和６年２月 26 日発行

月面無人探査機

水本 賢一

二月のある朝，登校指導のため，正門前に立ち，校舎の方を振り返
ると，白い月が青空に浮かんでいました。今，あの月の表面に，日本
が打ち上げた月面無人探査機ＳＬＩＭがいるんだなと考えると，月の
存在が身近に感じられました。全校集会で，子どもたちに，その思い
を伝えました。
月面無人探査機（SLIM）は，H-IIA ロケット 47 号機により，種子

島宇宙センターから 2023年 9月 7日 8：42（日本標準時）に打ち上げ
られ，2024年 1月 20日(土)０：20（日本標準時），月面に着陸してい
ます。その様子は，テレビや新聞などのメディアで報道されたので，
ご覧になった方も多いと思います。私が不思議に思ったのは，その着
陸時の写真を誰が撮ったかということでした。調べてみると，日本の
おもちゃ会社が開発した“SORA-Q”という小型ロボットだったので
す。
「この SORA-Qプロジェクトの
成功が，世界中の子どもたちが
自然科学に対する興味や関心を
持つきっかけになることを願う
と同時に，難しい事や新しい事
に挑戦していく事の大切さと，
夢と希望を与え自分自身の未来
を創り出す力を信じるきっかけ
となることを期待しています。
（株式会社タカラトミー

代表取締役会長の話より抜粋）」
日本の技術力の高さに感服しました。そして，いろんな人の思いが

月面探査の成功につながっていることを知りました。高隈小の子ども
たちにも，この成功を，「自分自身の未来を創り出す力を信じるきっ
かけ」にしてほしいです。

学 校 賞
～南日本新聞の投稿作文欄「若い目」より～

「１月の若い目賞」として，鹿児島県の全ての学校から高隈小(外１校)が選出されまし
た。子ども達の作品の「内容」や，取組の「継続性」等が総合的に評価されたそうです。
これまでに，人の温かさや伝統行事など，地域を主題とした作文が掲載されています。

子どもを守る
先日，児童相談所・鹿屋市子育て支援課・スクールソー

シャルワーカーの方と会合をもつ機会がありました。その
際，虐待に対しては通告の義務があることが話題となりま
した。法令等により「学校及び教職員は児童虐待の早期発
見のための努力義務」が課せられており，また「虐待（虐
待の疑い含む）を発見した者は速やかに福祉事務所又は児
童相談所（市町村）へ通告しなければならない」とありま
す。皆様の御理解をよろしくお願いいたします。

※ なお，虐待には身体的虐待だけではなく，心理的虐待，
ネグレクト等も含まれます。

※ 「児童虐待の防止等に関する法律」等，法的根拠があ
ることを追記しておきます。

鹿児島学習定着度調査

「主体的対話的で深い学び」の 実現のためには「個
別最適」な学びと 「協働的」な学びの一体的な充実が
欠かせません。調査をもとに成果と課題を分析し，更
なる学力向上に努めていきます。
※ 極少人数のため，数値の公表は控えさせていただきます。

３月の主な行事予定

１日(金)お別れ遠足
６年生を送る会

７日(木)高隈展・ＰＴＡ
１３日(水)中学校卒業式

２５日(月)修了式・ 離任式

２２日(金) 卒業式
午前 10時開始
6年生 ５名

（本校体育館にて）
新入生体験入学・入学説明会，就学前教育講座

来年度入学予定の１年生は２名です。
阿波島 茉伶（あわしま まれ）さん
折尾 龍弥（おりお りゅうや）さん

地域の皆様におかれまして
も，温かく見守っていただく
ようよろしくお願いします。

なわ跳び集会
「継続は力なり」子ども達
は日頃の成果を発揮し，保
護者も長縄跳びにチャレン
ジしました。
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